
Seeds and N
eeds, then Expanded Techniques  See N

ExT

何から何まで自分で考えていかなければならないのは 
たまらなく楽しい 

Seeds and N
eeds, then Expanded Techniques  See N

ExT

2 3

株式会社創風システム（総合情報サービス業・プロバイダ : 柏崎市田中20番22号） 

石塚修氏  アイデアを話されるときの笑顔が印象的 

企 業 を 訪 ね て  4

地元企業との交流が活発に!

■柏崎市・柏崎商工会議所が繋いだ産学連携 

柏崎市および柏崎商工会議所と本学地域産学交流センター

では、昨年度より定期連絡会を月に2回程度開催していま

すが、この定期連絡会にあわせて行われた研究シーズプレ

ゼンテーションをきっかけに、柏崎市および柏崎商工会議

所のご尽力により㈱森製作所様と山崎准教授の共同研究

が立ち上がりました。なお、この共同研究は柏崎技術振興

協会の産学連携技術開発支援事業に採択され、研究助成

を受けて行われています。 

 

■1・2年生が市内企業を見学 

11月～12月にかけて、機械制御システム工学科の1年

生と情報電子工学科の2年生が講義の一環として市内企

業を見学しました。この見学会は柏崎市および柏崎商工会

議所と本学地域産学交流センターの定期連絡会をきっか

けに、昨年から実施しています。学生は15名程度のグルー

プ単位で市内企業を1～2社見学しました。見学後の学生

からは、 

・説明していただいた方が非常に親切で丁寧に説明して

いただいたことがうれしかった。 

・すぐ近隣に、日本の自動車産業を支える工場があること

が初めてわかった。 

・想像していたよりも大きな規模の会社であったことに驚いた。 

・卒業後は、自分もこのような会社で働きたい。 

などなど、様々な感想が得られました。学生の多くが企業

を実際に見学するのが初めてで、今後の修学のモチベーショ

ン向上に非常に有意義な見学会となりました。 

 

■本学教員も市内企業を見学 

柏崎市および柏崎商工会議所との共同企画で、9月に大

学教員による市内企業見学（3日間で19社）を行い、併せ

て、10月に「市内企業と大学教員の懇談会」を実施しまし

た。市内企業見学会は開学当初にも開催しましたが、市内

企業と本学教員の垣根を取り払い、産学交流をより活性化

することを目的として改めて行いました。今後も同様の企

画を市内はもとより県内各地でも検討していきたいと考

えております。 

柏 崎 市 ・ 柏 崎 商 工 会 議 所 と の 共 同 企 画  

新春の1月11日、株式会社創風システムに代表取締役

の石塚修氏を訪れた。常に万全の備えであろうか、センス

の良いさわやかなインテリアが飾られた応接室には、黄色

いヘルメットが置かれていた。 

 

聞き手◆昭和63年に5人でスタートしたとお聞きしたの

ですが、45歳での起業のきっかけは。 

石塚氏◇古い建物が手に入ったので、中学生向けの塾を

やっていたんだけど、子供たちの冬の送り迎えが大変で

ねえ。パソコンを塾に使えないかと考えたんだよね。結

局のところ、当時のパソコンは塾には使えなかったけど、

電話で文字が送れることに感動してねえ。 

　趣味でも、当時、全国で2番目の熱気球を作ろうとし

てたんだけど、全国に居た仲間とのパソコン通信は画期

的でね。そのうち、こんなにおもしろいものをユーザと

して使うよりも、自分でやってやろうと考えるようになっ

てね。 

◆当時の事業はどんなものだったのでしょうか。 

◇趣味の時代で商売にならなかったよ、ビジネスモデルが

ない時代だからね。最初の年は大赤字、次は黒字になっ

たけど、また次は大赤字になってね、生きるか死ぬかの

瀬戸際だったよ。でもねえ、何から何まで自分で考えて

いかなければならなかったのは、たまらなく楽しかった

ねえ。 

◆平成7年にKISNET（インターネットプロバイダ）を開局

されていますね 

◇開局したのは1995年になるが、Windows95のリリー

スがあったり、世の中がすごくおもしろかった。大企業で

もインターネットをビジネスモデルにすることをあまり

考えていなかっただろう。柏崎にプロバイダを作ろうと

言った時点では、まだ県内にネットワーク幹線が来てい

なかったが、インターネットの将来性が確実であるとの

確信を得ていたよ。 

◆中越沖地震では、長時間にわたり停電したようですがシ

ステムへの影響はあったのでしょうか。 

◇中越沖地震は対策をとっていたので影響はなかった。中

越地震が教訓だったよ。通信は、一番大事なライフライ

ンであり、絶対にストップさせてはいけないからね。2回

線、2拠点は必須だよ。中越地震のときは、ホームページ

は生きていたが、メールが止まってしまってね。このとき

は、悔しくて眠れなかったよ。今は、光ケーブル回線を、

長岡、海岸、十日町、東京直通の4回線用意して、非常時

に備えている。ただ、まだ完全ではないんだよ。すべて

有線だからね。20年度の私のテーマは衛星通信だよ。 

◆5年連続してマイクロソフトMVPを受賞した社員がい

ますね。 

◇青山研究室※1）に入れてもらって、オブジェクト指向プロ

グラミングに足を踏み入れてね。あれで世界につながっ

ちゃったんだよ。あのような若い人たちをどうやって地

元に残すかが大切だと思う。せっかくの人材でも、ネット

ワークがないと、地方で埋もれてしまうからね。環境を

整えておくことだね。人間、自分の好きなことをやって

いるときが一番楽しいからね。 

◆人材育成における特徴は何でしょうか。 

◇うちは、ソフトウェア産業でも特殊な部類で、総合情報サ

ービス業といってね、顧客が必要とする情報関連業務全

てを社員がオールインでお届けするシステムなんですよ。

お客様が喜ぶことが一番楽しく、それを見てもらうこと

が一番の教育だよ。 

◆開発スタイルにおける時代の変化は、 

◇言語、OSの変化、当然、我々も変わっていかなければな

らない。しかし、「変化の激しい時代だからこそ基本に立

ち返れ」という名言がある。これは、阿部先生※2）のお言

葉でね。とても深く、自分で考えて、答えが出るまでに時

間がかかったけれど本当にそう思うよ。 

　基本は、顧客価値の創造。すなわち、顧客の顧客を見

てニーズの変化を見る。イノベーションとマーケティング、

ポイントをあわせて見れば、世の中それほどばたばたし

なくていいよ。 

◆石塚さんの活力の源は、 

◇活力の源って、ばかさ加減ではないかな。基本的に頭が

良くないので過去にとらわれない。楽観は意思、悲観は

感情、人間は心を意思の力で組み立てられるのかもしれ

ないね。常に新しいもの、こういうものがあると便利だ

なあと思うものを考え、楽しみながら夢中で駆けずり回

っている。これは、ビジネススタイルではなくて、完全な

やじうまスタイルなので、経営者には向いていないかなあ。 

◆・・・ 

　対談後の石塚氏は、聞き手の見送りに、駐車場まで来て

くださいました。氏の、顧客に礼を尽くす心を感じました。 

 

※1　平成10年度に、新潟工科大学情報電子工学科青山

　   研究室に社会人研究生として在籍 

※2　新潟工科大学名誉学長（新潟工科大学初代学長） 


